
































































































































































































































































































































































アワダチソウ Solidago altissima やカナムグ


















































































































































































































































































































































取組み ねらい 主体 社会的受容性との関係
防火帯の設置 炎の小規模化，延焼リスクの抑制 国土交通省 物理的影響の抑制
刈り倒し・チップ化 炎の小規模化，煙・降灰の発生抑制 地元2団体 物理的影響の抑制
火入れ目的の整理 火入れの実施目的・必要性の明確化 関係団体＊ 心理的承認の拡大
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